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詳細HP：http://www.panasonic.com/jp/corporate/sustainability/citizenship/pnsf/npo_summary.html#pro004
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榎本　上中里団地への入居が始
まった翌年（1975年）に、団地に住

むお年寄りから「高齢者同士が集ま

る機会があったらなあ」と、相談があ

りました。入居当時は、各地から居住

者が寄り集まった状況で横のつな

がりがありませんでした。また、当時

は若い世代が多く、シニア世代の方

から「お友達がほしい」という声を受

けました。当時、民生委員になって

２年目の私は、自治会に相談して、

さらに自治会が区に相談して、団地

内の老人クラブである「上中里団地

きらく会（以下、きらく会）」を立ち上

げることになりました。

大石　きらく会の役員である班長は
友愛活動員を務め、民生委員やボ

ランティアと一緒に、ひとり暮らしの

高齢者が集まる昼食会や見守り活

動・支え合いなどの友愛活動、困り

ごと応援事業などを行っています。

村岡　初めは地区の昼食会に参加
していましたが、団地の方で会場ま

で歩くことが難しく、楽しみにしてい

た昼食会に参加できない人がいた

ので、「団地に住んでいる自分たち

でやろう」と1997年から始めまし

た。これをきっかけとして、困りごと

応援事業を同時に始めました。

榎本　ひとり暮らしの高齢者は
ちょっとした困りごとをあっても我慢

してしまう。相談しない、相談できな

い場合が多いですね。そこで、民生

委員からの提唱もあって、お互いに

助け合う、地域の中で助け合うこと

が必要だと団地内の住民に呼びか

けたところ、100人近いボランティア

が集まり、活動が始まりました。　

竹尾　訪問や行事のときに話をし

てそれとなく見守り、困りごとの受付

をしています。電球の取替、水道

パッキン交換、家具の転倒防止器具

困りごと応援事業のことを
教えてください。上中里団地きらく会の活動は

どのように始まったのですか。

竹尾 清三郎さん（下右）
上中里団地きらく会
会　長

村岡 宗夫さん（下右二番目）

福祉の会会長
地区社協会長

榎本 静子さん（下左二番目）
元・民生委員

山川 千恵子さん（下左）
民生委員

中村 行男さん（上左）
民生委員

大石 裕さん（上右）
総務

シニア世代の新たなチャレンジ！

　上中里団地は横浜市磯子区にある
団地。1974年に入居開始し、現在43棟
848戸。
　早期に上中里団地自治会が創設さ
れ、いまも自治会活動をはじめとする
地域活動が活発に進められている。
　「上中里団地きらく会」は団地内の
老人クラブとして、団地内自治会や団
地内の福祉を推進する組織である「福
祉の会」とも連携しながら、身近な隣
人・友人である高齢者同士のふれあい
や交流、助け合いを大切にする「友愛
活動」を団地内住民主体で推進してい
る。

上中里団地きらく会
かみ なか ざと

2012年にはいわゆる団塊世代の最年長者が65歳に達し、社会的にも地域社会を支える新たな担い
手として退職後のシニア層への期待が高まり、その活躍が期待されています。
これまで培ってきたビジネススキルや経験、または人脈等を活かし、地域に暮らす一市民として地
域にボランティアで貢献されているシニア層の、第2の人生としての新たなチャレンジについて、ま
た、シニアを応援する仕組みについての取り組み事例をご紹介します。

FEATURE
ARTICLES

特集
事例1
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『わかる！できる！NPO 法人会計』（編者／関西 NPO 会計税務研究会　発行／大阪ボランティア協会）
2,600 円（税別）　ご注文はメールにて：NPO 会計支援センター　infok@npokaikei.com書籍紹介

設置など、年間15件ほどの相談が

あります。

大石　相談した方からは「ありがた
い」という感謝の声があります。また

担い手からは「それほど大変ではな

い」という感想や「自分たちも楽し

い」という声が多いです。

榎本　高齢者の方は特に同じ団地
の住民に助けてもらったからと、相

手に気を使いすぎてしまったり、相

談自体を遠慮してしまうこともありま

すね。ですので、そうならないよう、

50円や100円程度の少額の手数料

をいただくことにしています。

大石　いま、ボランティア登録者は
123人いますが、その多くが70・80

代です。多くの人が昼食会を始めた

1997年から活動していて、横のつ

ながりはとても強いのですが、若い

世代に担い手が広がらないのが課

題です。今は中村さんたち60代の人

にも役員を担ってもらって活動を広

げようと考えています。

中村　私は元々、仕事オンリーで地
域に積極的には関わっていません

でした。ただ、「福祉の会」が地域で

活動をしているのを見て、ごく自然

に「こういうふうにしているんだな

あ」と勉強になり、退職してからは

「少しでも地域のみなさんのお役に

立てればという気持ちでやってみよ

う」ということで、今に至っています。

村岡　１つは福祉の会をつくったこ
とですね。通常、自治会の役員は１

年交代が多いですが、それでは組

織や活動がそのまま継続するとは

限らない。一方で福祉の会は体が続

く限り、その任期はないんです。

大石　きらく会は人がよく集まりま
すね。毎月集まりがあるし、よく旅行

にも行きます。また、

同好会・趣味の会が

きらく会の中に９つ

もあります。2014年

度の活動の参加者

は延べ5774人もい

ますよ。

榎本　昼食会に来
ると、みなさんに会え

る。お茶を飲んで、おしゃべりができ

る。おいしい食事もいただける。「こ

こに来るのが楽しみです」とおっ

しゃる方が多いですよ。

村岡　担い手側もやりがいを感じ
ることが大切ですね。

榎本　そうなんです。参加している
人が楽しんでくださっているんだな

あって感じると、こちらも嬉しくなり

ます。

山川　まず自分たちが楽しいと思え
ないと、なかなか活動は続けられま

せん。自分が幸せ、楽しいと思える

活動だから参加するし、継続できる

んでしょうね。

課題となっていることは
ありますか。

きらく会の活動は約40年、
昼食会や困りごと応援事業は
18年続いています。
継続の秘訣はなんでしょうか？

上中里団地きらく会
（神奈川県横浜市磯子区）

地域交流から始まった
住民同士の助け合い活動

いそ ご
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大和証券フェニックスジャパン・プログラム 2015 募集について
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　グラウンドワーク笠間は、シニアが輝

いて活躍できるステージを創り出し、楽

しみながら社会貢献に取り組んでいま

す。

　いま、日本の社会では少子高齢化が

加速していますが、シニアはまだまだ元

気で輝いて活躍できるステージを求め

ています。

　私自身は長年勤めてきた会社を57

歳のときに早期退職しました。「退職後

はノンビリと過ごそう」と思っていたので

すが、また仕事をしたくなり、地元の会

社に入って経営に携わりました。その

会社を66歳のときに退職した後は毎

日が日曜日の状態でね。それから３年

後の2011年11月に、地元のゴルフ・飲

み友達３人が集まって「私たちも世の

中のためになることを少しやろうじゃな

いか」という話が出ました。「そうだ」「そ

の通りだ！」ということになって、グラウン

ドワーク笠間を結成したのです。

　シニアが家に閉じこもらないで、地

域に出て輝くステージをつくる。どう

やって輝くか。「小さくても社会貢献型

の仕事で汗をかいて輝きたい」と思い、

すぐに仲間を集めて活動を開始しまし

た※1。

　現在は３つの活動の柱、①農業６

次産業化の推進、②コミュニティカフェ

の運営、③社会貢献活動を展開してい

ます。

　最初に始めたのは畑作業ですね。畑

をやりながら、汗をかくよろこび収穫の

よろこびを味わいたい。おまけに若干

の収入が入ればいいな。茨城県笠間

市は豊かな自然環境があり、農業が盛

ん。自然環境を次世代に継承する。地

産地消で社会貢献になる。こんな感じ

で始めましたね。地域の休耕地を借り

た「夢ファーム」（４か所・約2000坪）

で、栗、ブルーベリー、ヤーコン、野菜類

の生産をして、これらを栗の渋皮煮や

ジャムやランチなどに加工して、販売し

ています。

　コミュニティカフェはＮＰＯになって

※１　グラウンドワークはイギリスで始まった取り組み。住民・企
業・行政がパートナーシップを組み、地域環境の改善を通し
て経済および社会の再生を図り、持続可能な地域社会を構
築することを目的としている（グラウンドワーク笠間ＨＰよ
り抜粋要約）。塙さんは、グラウンドワーク三島（静岡県）で
インキュベーション（起業支援）を勉強し、自分たちがやろ
うとしていることに合っていると感じ、日本グラウンドワー
ク協会の認証を受けて活動を開始した。

なにかしたい……
そうだ、自分たちで始めよう！

シニアが集う場と
汗をかくステージを構築しよう

特定非営利活動法人
グラウンドワーク笠間（茨城県笠間市）

みんなが輝けるステージを創ろう
一緒に汗をかきましょう！
笠間が好きだという気持ちと楽しむ心があれば大丈夫

2011年11月：準備スタート
2012年3月：ＮＰＯ法人認証
会員74人（うち、スタッフ34人）
会員：個人会員・法人会員
オーナー制度の出資金：
１万円出資で３年間オーナー権利。毎年
１回生産品・加工品等を贈呈

スローガン
地域の未来に笑顔の種をまこう！
片手にスコップ＆片手に缶ビール♪

2014年度
「プラチナ・ギルド アワード」受賞
（主催：ＮＰＯ法人プラチナ・ギルドの会）

塙 茂さん
ＮＰＯ法人グラウンドワーク笠間
理事長

FEATURE
ARTICLES

特集
事例2

ＮＰＯ法人グラウンドワーク笠間
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『地域福祉・生活支援拠点づくりの考え方と実際～地域包括ケアを住民主体ですすめるために』（定価500円・税込・送料別)
全社協ホームページより申込書をダウンロードのうえ、お申込みください。http://www.zcwvc.net/書籍紹介

から１年後の2013年３月に立ち上げ

ました（笠間民芸の里の一角に開設）。

要は、みんなが集まる場が必要なんで

すよね。「集まる場をつくるなら、みんな

が輝けるステージにしたい」ということ

で「グランパとグランマのお店」を始め

ました※2。

　社会貢献活動は活動当初から進め

ています。小さいことから大きいことま

でありますよ。例えば、毎朝の立哨など

学童の通学安全サポート、子ども会活

動の協働実施、地域の防災・避難訓練

のサポート。それから、「笠間のまちおこ

しに貢献したい」という思いから、イベ

ントや地域活性化事業に参加していま

す。観光のまち笠間では活発にイベン

トが開催されていて、私たちはテントを

背負って出向き、あちこちで店を出して

います。地域の少女サッカーチーム・プ

ルチーノＦＣの支援もしています。お

互いに相思相愛になって、プルチーノ

ＦＣの事務局をグラウンドワーク笠間

に置きました。県予選で優勝して全国

大会出場するすごいチームなんです

よ。彼女たちが、なでしこジャパンに

入って、東京オリンピックで活躍する。

そんな夢も抱いています。

　一緒に汗をかくスタッフは34人いま

す（男女比は男性２：女性１）。スタッフ

は友人を誘う形で増えていきました。メ

ディア等で活動を知って「自分もやって

みたい」と思い参加した人もいますよ。

「都合のつく人が集まろう」という感じ

で、毎日５～８人が集まり、交代しなが

ら活動しています。

　各事業は事業部制にはなっています

が、会社とは違うので、上下関係なしの

対等な関係でやっています。愚痴も出

ますよ。そこは、ていねいな合意形成で

やっていますね。スタッフ一人ひとりの

希望や経験を活動に活かしていけれ

ばと思っています。

　それと、農業や地域活性などの専門

家の方々が私たちの活動に関わってく

れ、人脈を広げ続けています。

　同じ思いを共有する人が集まる場が

必要だと思うんですよね。活動を始めて

３年が経って、ステージができて、みん

なが自分のリズムで集まって、一緒に汗

をかくことができるようになりましたね。

　シニアの活動が３年続いていること

が珍しいのか、取材を受けるようになり

ました。「私たちの小さな成功事例をい

つでもご説明しますよ。横展開で広げま

しょう」と私は言って回っていて、話を聞

きに来る人も増えました。そのときに、

「そうはいってもね……難しいよ」と言

われることがあります。一歩踏み出すこ

とや仲間集めがなかなか難しいのか

もしれませんね。そこは、熱く語って、仲

間をつくって、ぜひ、立ち上げてほしい

なと思います。

　グラウンドワーク笠間は、2014年か

ら、シニアと若い人とのコラボレーショ

ン・多世代間交流を進めていこうと舵

を切り、インターンシップで大学生と一

緒に勉強をしてきました。そして、一緒

に学んだ若者が活動に魅力を感じて

グラウンドワーク笠間に入職してきまし

た。うれしいですよね。

　ラオスに学校をつくろうと、私たち

は１歩を踏み出しました。民芸品など

をフェアトレードで購入して私たちの

店で販売してラオスの人たちの仕事

を応援する。さらに、その収益などで

学校建設をめざすプロジェクトを進め

ています。

　夢を描いて夢に向かっています。や

りたいことは、まだまだ山ほどあります

よ。

グランパとグランマのお店では、おしゃべりサロンなどシニアや多様な世代が気軽に集い、おしゃべりできる場を提供。環境や食育等の市民団
体や大学とも連携している。
メニュー：コーヒー、野菜すいとん、いなり寿司、季節の定食、栗豚等。新鮮野菜や手芸品も展示販売

※２　

夢を描いて、夢に向かって、
活動中

集まるステージができた

あつまる＆まじわる＆つながる特定非営利活動法人
グラウンドワーク笠間（茨城県笠間市）

みんなが輝けるステージを創ろう
一緒に汗をかきましょう！
笠間が好きだという気持ちと楽しむ心があれば大丈夫

かさ ま
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イベント・助成金情報

災害ボラセン
運営の現場
災害ボラセン
運営の現場

①アサヒグループ学術振興財団　シンポジウム　日時：5月15日（金）13：00～17:00　会場：伊藤国際学術研究センター・謝恩ホール　
定員：400名　参加費：無料　申込締切：4月30日（木）　詳細HP：http://www.asahigroup-foundation.com/academic06

今後も多発することが想定
される災害。今だからこそ
知りたい災害ボラセンの設
置・運営にあたっての基本
的な考え方を、災害支援の
経験豊富なひのぼらねっ
と・山下さんが対談形式で
毎回ご紹介します。

2013年台風18号災害からの学び

広告制作、ＦＭラジオ局の仕事を
経て、30代で滋賀県朽木村に移
住。木こり生活を経験後2003年
に朽木村社協に入職。2005年
合併に伴い高島市社協職員とし
て地域福祉・ボランティアセン
ター担当を経て現在に至る。

2000年、旅の途中で鳥取県西
部地震に遭遇し、日野町でボラ
ンティア活動。被災後の地域づく
り活動を継続している。県内外で
防減災や支え合いの取り組み支
援を行い、災害時には社協やＮＰ
Ｏなどのネットワークをいかして
支援にあたる。

や
ま 

し
た
　
ひ
ろ 
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こ

山
下 

弘
彦
さ
ん

い   
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か
　 

ひ
と   

し

井
岡 
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志
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滋賀県高島市社協へおじゃましてきました

山下　もともと高島市は災害の経験やリスクは
どんな状況だったのでしょうか。
井岡　1953年の台風で大水害が起こり、多く
の方が亡くなりましたが、それ以来、大きな災
害は起こっていませんでした。
山下　井岡さんが他被災地の支援や、高島市
での防災ネットワークづくり等に取り組んでき
た経緯は。
井岡　2004年に中越地震で被災した山古志
村の映像を見て、よそ事でないと思いました。
私は旧朽木村社協に入職して間もなく、地域で
なにをすればよいのか考える必要もあって、近
畿ブロック府県内社協の職員派遣に志願して
川口町へ支援に入りました。
　2007年、能登半島地震では穴水町に支援
に入りました。このとき、地域外のボランティア
が他市に集中し、穴水町は外部支援者が少な
かったので、社協と日常からつながっている民
生委員やボランティア福祉団体等が駆けつけ
てきました。地域の力を目の当たりにしたので
す。穴水町での体験から、地元のネットワーク
づくりが大事だと改めて感じました。
　2007年9月から高島市災害ボランティア活
動連絡協議会（災ボラ連協）の準備を始めまし
た。工夫したのは、団体の長だけでなく、思い
をもった個人も参加できる組織づくりにしたこ
とですね。こういった方々が熱い議論を重ね、
ネットワークが形成されていったのだと思います。
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山下　参加する人たちの意識がどのように住
民主体に向かっていったのですか。
井岡　2009年に災害ボランティアリーダー養
成塾を開始し、災害ボランティア活動とはなに
か、地元がどういう役割を果たしていくのか、
ワークショップ等を重ねてきました。災ボラ連
協と一緒に災害ボランティアセンター（災害Ｖ
Ｃ）立ち上げ訓練もしました。
　意識が変わったのは東日本大震災後ですね。
震災直後、災ボラ連協のメンバーが集まり、
「自分たちになにができるのか」と話し合いま
した。その後の定例会では、「地域防災力を向
上するために、住民の意識向上や自治会の組
織体制強化が必要だ」といった意見が出てきま
した。地域防災力の向上が自分たちのミッショ
ンだと、このときに明確になったのだと思いま
す。その後、災ボラ連協メンバーが中心となっ
て、自治会での出前講座や、住民に呼びかけて
防災懇談会を開始しています。

山下　台風18号発災当時の資料をみると、①
被害は局所的だが、市域全体で大小の被害が
点在している。大きな被害場所に気を取られす
ぎず、全体の状況を把握する。②行政や集落
の区役員の把握している情報は速報値と考え、
被害数・地区は増えることを見込んでおく、と
あります。こうした視点で臨んだのは、これま
での経験からですか。
井岡　災害ボランティア活動支援プロジェクト
会議（支援Ｐ）等で仲間と一緒に仕事して、い
ろいろ学んできたからですね。
山下　地域の被災下での状況をきちんとアセ
スメントされていますよね。
井岡　職員が目視で確認した被害状況や被災
した地域の住民から聞いた話に加え、その地
域が元々もっている力、これらを総合的に見な
がら支援のあり方を考えましたね。
山下　災ボラ連協や住民はどう動いたのです
か。
井岡　災ボラ連協は9月17日夜に緊急会議を
開いて、災害ＶＣ運営では、メンバーが主体
的・継続的に関わっています。
　延べ2,862人が活動したボランティアのうち
半数を超える1,525人が高島市民です。日頃か

ら社協とつながっている様々な住民組織もたく
さん災害VCに駆けつけていただきました。
山下　潜在ニーズへの対応は。
井岡　ＳＯＳを出しにくい世帯もあるので、発
災初期に民生委員や区役員・住民からしっかり
と聞き取りを行いました。活動開始後は9月の
３連休明けの26日にニーズの再調査を行い、
必要があれば集中的にチラシのポスティング
を行うなど、把握に努めました。
山下　外部支援者に連絡したのはどのタイミ
ングですか。
井岡　発災３日目、本格的に活動を始めるとき
に支援Ｐの仲間に連絡しました。来てもらって
本当に助かりました。
山下　例えば、どんなことで。
井岡　運営者は総合的なマネジメントが求め
られますが、地元ならではの多様なしがらみの
中で運営をしていく難しさもあります。先を見
通すときに、どういうやり方がベストなのか、悩
むこともあります。こんなときに客観的な立場
から「それで大丈夫だ」という後押しや、「こん
な方法もありますよ」と違う視点からの助言が
欲しい。これらをわかやまＮＰＯセンターや大
阪ボランティア協会などの仲間がしてくれまし
た。テーブルを広げて、多くの人に参画してもら
うセンター運営ができたと思います。

住民主体の動き・地元のネットワーク
が必要だ

台風18号災害ＶＣの動き

2005年、高島郡5町１村が合併して高島市
が誕生した。
2013年台風18号による被害状況：９月16日
午前３時・午前４時５分に市内の４圏域（旧
町村域）へ避難勧告を発令。５時頃に鴨川が
決壊した。浸水被害は広域で発生した。床上
浸水109世帯（このうち約90％が高島地域
に集中）。山間部では土砂災害も随所に発生
した。
災害ＶＣ設置：9月18日（水）ボランティア募
集、活動開始。被害の大きい旧高島町南鴨地
区と、距離の離れた朽木地域にサテライトを
設置。

重要なことは日頃から住民とどう向き
合っているかというワーカーの姿勢だ。
被災という環境変化に惑わされず、生活
課題をアセスメントする力が基本的に備
わっていれば、その応用力で対応できる。 
地域住民・団体のネットワーク化と、セン
ターへの主体的な参加があることで地元
主体の災害ボランティアセンターになる。
電話1本でＳＯＳが言える、専門性の高い
外部支援者との顔の見えるネットワーク
が必要。
人・モノ・金・情報・ネットワーク等のリ
ソースを柔軟に活かすことができるマネ
ジメント力が求められる。多くの資源と
日頃からつながり、ノウハウとして蓄積さ
れているか。

運営者になって感じた、災害ＶＣ運営に必要な力

①

②

③

④
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　社会福祉協議会のボランティアセン
ターで7年ほど働いているとき、多くの団
体から「お金がなくて…」という相談を
受けました。ボラセンに「これどうぞ」と
渡せるお金は一切なかったので、寄付を
集める方法や助成金の情報をお伝えし
ながら、相談にのっていました。

　2011年に転職し、赤い羽根の中央共
同募金会で東日本大震災に関する助成
（ボラサポ＊）の担当になりました。そこ
でしみじみ思ったのは、お金があるとこ
ちらを向いてくれる団体はたくさんいる
のだなぁということです。ボラセン時代
に「ネットワークを作りましょう」と声を
かけてもこれほどの団体とつながること
はできませんでした。でも“お金”にはそ

の力があるんですね。

　そしてそれから4年。今思うのは「お金
は確かに縁を作ってくれる。けれど、助
成期間が終わってしまうと、団体との縁
はたいていそこで切れてしまう」という
ことでした。ボラセンを始めとした中間
支援組織はお金のないところがほとん
どだと思います（失礼）。でも、団体が助
成金を選び、応募書を書き、助成金を得
てから活用するときのそれぞれで相談に
のれるところは、「縁が切れる」ことにな
らないのではないでしょうか？

　このコーナーでは、みなさんが団体か
らお金の相談を受けたときに「縁をつな
げる」答えができたらいいなと思い、助

成金のポイントをお伝えしていきます。
「ボラセン時代にこれを知っていれば
…！」そんなことをみなさんと共有した
いと思いますので、どうぞお付き合いく
ださいね。

ボラセンそもそも
　　　  ヒストリー

団体を応援するために

知っておきたい助成金のキホン
団体を応援するために

知っておきたい助成金のキホン
団体を応援するために

知っておきたい助成金のキホン
団体を応援するために

知っておきたい助成金のキホン

『月刊福祉　2015年3月号』特集：「地域包括ケア」の未来予想図
(全社協出版部受注センターTEL:049-257-1080 FAX:049-257-3111 E-mail:zenshakyo-s@shakyo.or.jp 定価971円・税別) 07

大阪市社協と区社協でボラセンコーディ
ネーターを20年近く経験し、その後研究
者の道へ。そんなこんなで、ボラセンを
愛してやまない大阪のおばちゃんです。

社協ボラセンをめぐる課題については、
『社会福祉協議会における第３次ボ
ランティア・市民活動推進５カ年プラ
ン』（全社協2008年３月）に詳しく記
載されています。
http://www.zcwvc.net/関係資料-書籍/ボラン
ティア-市民活動関係資料/

　皆さんこんにちは。関西学院大学の
岩本裕子と申します。
　突然ですが、あなたは「ボラセン（＝
ボランティアセンター）」を知っています
か？愚問ですね。恐らくそ本誌の読者で
その存在を知らないという人はいない
でしょうね。現在の日本においてボラセ
ンは、その実態は多様ではあるけれど、
各都道府県、市町村ごとや、その他にも
色んなボラセンがあり、皆さんにとって
は、そこにあるのが「“あたりまえ”の存
在」と言っても過言ではありません。
　その“あたりまえ”のボラセンですが、
社協という立場から見てみると、市民社
会の到来とともにそのあり方は多様とな
り、「ボラセンと言えば社協」というイ
メージが、現在では「本当に社会に対し
て効果的にその機能を果たせているの
か」、「ボラセンは社協だけの専売特許

助成金の応募や、活用のために押さえて
おきたいポイントを毎月わかりやすく
教えていただきます。

2003年から都内社会福祉協議会でボランティアコー
ディネーターとして勤務。2011年4月より現職。現在は
主に東日本大震災の被災地で活動するNPOなどを支え
る「災害ボランティア・NPO活動サポート募金（ボラサ
ポ）」の助成金を担当し、これまでに4300件以上の応募
書を読む。ボラサポ公式Facebookページで情報発信中。

関西学院大学　人間福祉学部　助教

ではなくなった」等、社協ボラセンにつ
いて危機感をもって語られることもしば
しばです。
　しかし一方では、地域包括ケアや介
護保険、生活困窮者自立支援法等、昨
今の福祉をとりまく状況下では、ボラン
ティアやNPO等の多様な組織や人々に
大きな期待が寄せられています。つまり
それに伴い色んな意味で、ボラセンの
果たすべき役割は今後益々大きくなっ
てきます。逆にこれを積極的に捉えるな
らば、「ボラセンここにあり」と打って出
てその存在を世に知らしめるチャンスで
あり、市民社会の構築に大きな役割を
果たすことができるか否か、そのあり方
が問われているとも言えます。

　このような中で、この「“あたりまえ”の
存在」は、果たして本当に“あたりまえ”

なのでしょうか？決してそうではなく、
変化する社会の動きのなかで先人達の
思いがカタチとなり、紆余曲折を経なが
ら今があるはずです。
歴史を問い直すことは、すなわち自分達
の今を知ることに他なりません。今こそ、
自分達の立ち位置を知り、捉え直すこと
で、先を見据える必要があります。それ
でこそ次なる一歩が見えてくるのではな
いでしょうか。
・・･ということで、新年度に入り、次回
からは私、岩本が、その歴史をひも解き
ながら、皆さんと共にボラセンについて
考えていきたいと思いま～す。

“あたりまえ”の存在

歴史は未来のためのもの　
～次なる一歩のために・・・～

岩本　裕子さん
いわ   もと　          ゆう    こ

第1回　カネの切れ目が縁の切れ目？

城 千聡さん
じょう　　 ち     さと

中央共同募金会
企画広報部

＊ボラサポ：赤い羽根「災害ボランティア・NPO活動サポート募金」。

https://www.facebook.com/borasapo
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ボランティア行事用保険

保 険 の ひ ろ ば

加入手続き完了日の翌
日午前０時以降の行事開催日
から補償されます。加入手続
きの完了とは、申込者が保険
料を全社協指定口座に払い
込み、「加入依頼書」（社協確
認印押印済）を専用封筒で送
付・提出した時となります。

予定していた行事
が大雨のために順延と
なってしまいましたが、ど
のような手続きが必要で
しょうか？

行事日程が順延となった場合
は、加入を受付けた社協を通じて、
原則として行事開催予定日の前日ま
でに変更手続きをしてください。予
め順延日が決まっている場合は、加
入の際、加入依頼書に順延日を記載
しておいていただければ、改めて連
絡する必要はありません。なお、順
延が当日にしか判明しない場合は、
翌営業日までに速やかに連絡してく
ださい。

ボランティア活動保険等の補償制度は、社会福祉協議会およびその構成員・会員ならびに社会福祉協議会が運営するボラ
ンティア・市民活動センターなどに登録されているボランティア・ボランティアグループ・団体が加入対象です。

TEL/03-3581-4667  FAX/03-3581-4763  URL  http://www.fukushihoken.co.jp/   ボランティア活動保険等についてのお問合せ
は、株式会社  福祉保険サービスまでどうぞ。

ご意見ご要望等どのようなことでも結構です。企画の
参考とさせていただきますので、全国ボランティア・市
民活動振興センター（vc00000@shakyo.or.jp）までお知ら
せください。

「ボランティア情報」では、みなさんからのご意見
や情報を募集しています。

プレゼンター
第２４回全国ボランティア
フェスティバルふくしま　
実行委員会委員
ふくしまの今と未来部会　委員
福島県生活協同組合連合会　
専務理事

　福島県は豊かな海、山、田畑があり、魚や山菜、米や野菜、果物から畜産まで、地元でほぼ
全ての食材を賄える日本の中でも数少ない総合産地でした。また、絶妙な寒暖差と肥沃な
土壌は、美味しい農産物をたくさん生み出してくれました。しかし、東日本大震災、東京電力
福島第一原子力発電所の事故で状況が一変。農林水産業は大打撃を受けました。
　地元のＪＡや農家は、土壌調査、吸収抑制対策、圧倒的な量の出荷前検査、米は自家保
有米も含め全ての米を調べる全袋検査を行い、安全な農産物を出荷しています。漁業者は
未だ試験操業という制約の多い漁を続けています。食事調査でも食事に含まれる放射性物
質が規制値よりかなり少ないということがわかっています。こうし
た福島県の食の安全の取組みを実感するとともに、美味しい県
産の食物でのおもてなしを楽しみにしてください。

2015年の全国ボランティアフェスティバル開催地・福島。
福島のことをもっともっと知って皆さんもボラフェスふくしまに参加しましょう！

ボランティア行事用保険よくあるご質問（Ｑ&Ａ）
ボランティア行

事用保険の補償はい
つから開始するので
すか？

事務局だより

アドレス
https://www.facebook.com/volufesfukushima

全国ボランティアフェスティバルふくしまの円滑な開催、運営に
資するための寄付金及び協賛広告を募集中

福島県産米の
全袋検査の様子

ふくしま番外編
ボラフェス
ふくしま番外編
ボラフェス

今月から掲載内容もリニューアルし、新連載も始まりました。お手にとっていただいた方か

ら一つでも多くの「いいね！」がもらえる冊子を目指したいので、皆様からの“こんな情報ほ

しい“”こんな特集読んでみたい“というご意見をお待ちしています。　　　　　（金谷内）

対 人

対 物

入院手術

外来手術

補償金額

400万円

3,500円

35,000円

17,500円

2,200円

2億円

1,000万円

400万円（1級）

死亡保険金

後遺障害保険金

（限度額）

入院保険金日額

手術保険金

通院保険金日額

賠償責任

（限度額）

Aプラン

Bプラン

A-1

A-2

A-3

1泊2日

2泊3日

3泊4日

4泊5日

5泊6日

6泊7日

28円

126円

248円

239円

293円

298円

352円

357円

362円

保険料ボランティア行事用保険は、地域福祉活動やボランティア活動の一
環として行われるさまざまな行事の・・・
◎主催者や参加者のケガ
◎主催者の賠償責任（主催者責任）を補償します。

【平成 27年度 改定のポイント】
①死亡保険金・後遺障害保険金（限度額）の補償金額を改定しました。
②Ａプラン行事（宿泊を伴わない行事）に「Ａ3」区分を新設し、
3区分となりました。Ａ3区分の行事例：サッカー（車椅子含む）、フッ
トサル、カヌー教室、カヤック、硬式野球、スキー他。詳しくはパ
ンフレット等でご確認ください。
③Ｂプラン行事（宿泊を伴う行事）の保険料を改定しました。

佐藤 一夫さん
さ   とう    かず    お




